
別添様式２ 

学 則 

 
１事業者の名称及び 

所在地 

株式会社きわなみ 

山口県宇部市大字際波７２５番地６ 

 

２研修事業の名称 

 

介護職員初任者研修（通信） 

３研修課程及び形式 

 
■介護職員初任者研修課程  （ 通学 ・ 通信 ） 

 

４開講の目的 高齢者等に適切な介護を提供する為、地域において介護を担う人材を育

成し、地域支援と共に、受講生支援を行うことを目的とする。 

５受講対象者(受講資格)

及び定員 

 

 

①受講対象者（受講資格） 

・山口県内に居住している者 

・介護技術・知識の習得を希望する者 

・介護・福祉業界への就職を希望する者 

・介護職員初任者研修を最後まで修了できる者 

 

②受講定員：１５名 

６募集方法（募集開始時

期・受講決定方法を含

む） 

受講手続及び本人確認

方法 

  

①募集方法 

・弊社ホームページにおける研修事業の周知 

・弊社による紙媒体での告知 

・新聞広告、新聞折り込みチラシ等による研修事業の周知 

※受講開始決定方法は、受講申込書記入の上、受講料支払（銀行振込

可）を確認した後、受講票を発送し、受講開始決定とする。 

 

②募集開始時期 

・開校日２ヶ月前から募集開始、開校日１週間前に締切りをする。 

 

③受講開始決定方法 

・受講申込書記入の上、受講料支払（銀行振込可）を確認した後、受講

票を発送し、受講開始決定とする。 

 

④受講手続 

・所定の受講申込用紙に必要事項を記入の上、当事業所にて申込みを行    

う。 

 

⑤ 本人確認方法 

・本人確認の確認時期は、受講申込時又は初回の講義時とする。その

際、公的証明書（住民票、健康保険証、運転免許証等）により本人確

認をする。 

７研修参加費用 ５７，２４０円（税込） 

（内訳）・受講料   ５４，０００円（税込） 

・テキスト代   ３，２４０円（税込） 

８解約条件及び 

返金の有無 

・受講料の返還については、弊社の都合により研修を中止した場合、受

講料を全額返還する。 

 

・申込者都合の場合、原則、返還しない。 

９研修カリキュラム 別添様式１１－１－２のとおり 

 



10研修会場 

 (名称及び所在地) 

 

別添様式８のとおり 

11担当講師 

 

別添様式３のとおり（又は別添様式１３－２のとおり） 

12実習施設 

 

別添様式６のとおり 

13使用教材（テキスト） 

(副教材も含む) 

 

・介護職員初任者研修テキスト 第１分冊 

・介護職員初任者研修テキスト 第２分冊ＤＶＤ付 

※発行元 ㈱ＱＯＬサービス  

14科目免除の取扱い 科目免除無し 

 

15通信形式の場合 

その実施方法 

・添削指導及び面接指導

の実施方法 

・評価方法及び認定基準 

・自宅学習中の質疑等へ

の対応方法 

 

・添削指導 

「通信学習課題」の提出を求めて、担当講師が課題の添削を行い、理

解度を確認する。また、理解度が基準に達していない場合は、課題の

再提出を求める。 

 

・面接指導 

質疑応答の時間を設けて、各科目での内容理解の状況を確認し、理解

不十分な箇所を重点的に指導する。また、理解度が基準に達していな

い場合は、補講を実施する。 

 

・評価方法 

「通信学習課題模範解答例」に基づき、評価及び指導助言をする。ま

た、「９.こころとからだのしくみと生活支援技術」については、科

目試験により評価を行う。不合格者は、合格になるように指導助言補

講による補習をした後、再試験を行う。 

 

・評価基準 

総得点の７割以上を修了とする。 

 

・自宅学習中の質疑等への対応方法 

下記の日程及び時間帯にて担当講師が電話またはＦＡＸを使用し、指

導を実施する。 

 

※毎週月曜日～金曜日（祝祭日を除く） 

受付時間９：００～１７：００ 

  

※認定に使用する様式 

  別紙「介護職員初任者研修 通信学習課題」 

  別紙「介護職員初任者研修 通信学習課題(模範解答例)」 

16研修修了の認定方法 

 

 

 

①講義・実技演習１３０時間全て修了した者に対して修了評価試験を実

施する。得点が所定基準に到達した者に修了証書を交付し、介護職員

初任者研修の修了者と認定する。 

※試験時間（１時間） 合格基準（７割以上） 

 ※合格基準に達していない場合、補習の後、合格するまで「再試験」

を実施する。 

 

②介護に必要な基礎的知識の理解度及び生活技術の習得状況は、担当講

師により評価を実施する。 



17 欠席者の取扱い (遅

刻・早退の扱い含む) 

 

・欠席の場合 

開講した日から起算して８ヶ月以内に「補講」を実施する。 

 

・遅刻の場合 

研修開始から１０分以上遅刻した場合、「欠席」とし、「補講」を実

施する。 

 

・早退の場合 

研修途中で早退をした場合、「欠席」とし、「補講」を実施する。 

18補講の取扱い 

 (実施方法及び費用等) 

 

 

 

実施方法及び費用等 

①欠席・遅刻・早退の事実が確認された場合、「補講」を実施する。 

 

②「補講」の日程・時間・場所等の情報を担当講師が、受講生と連絡調 

 整を行い、８ヶ月以内に修了するように調整する。 

 

③受講生に対し、文書により補講案内を通知する。 

   

④補講により、当該研修の該当科目を受講することにより修了したもの

とする。 

 

⑤補講の費用は、２日目までは無料。３日目以降は１時間１，０００円  

 とする。補習の費用は、１時間１，０００円とする。 

19受講の取消 次に該当する者は、受講を取り消すことがあるものとする。 

①無断欠席が著しく受講態度の不良な者 

 

②学習能力が著しく欠け、修了の見込みがないと認められる者 

 

③研修の秩序を乱し、他の受講生に影響を及ぼす者 

20受講者の個人情報の 

取扱い 

 

 

①受講者の個人情報の適切な管理を実施する。また事業実施により知り  

 得た個人情報を他者に漏らしたり、不当な目的には使用しない。 

 

②受講者等が実習等で知り得た個人情報を他人に漏らしたり、不当な目 

 的に使用することのないように受講生の指導を行う。 

21 研修事業執行担当部署

及び研修責任者 

 

 

・研修事業執行担当部署 

教育研修部・総務部 

 

・研修責任者 

奥西 直子 

 

・研修担当者 

別添様式３のとおり 

22その他研修実施に係る 

留意事項 

 

 

 

修了証明書及び資格証 

①修了証明書及び資格証を紛失または破損した場合には、修了者台帳を 

 基に確認を行い、再発行を行う。 

 

②再発行に要する費用は１，０００円とする。 

 


